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国 土 強 靱 化

○洪水被害を防止・軽減するため
の河川改修事業により、昭和63年
出水と同規模の平成30年7月豪雨
から被害を未然に防止した。

H30.7月浸水状況

南利根別川

利根別川

H24.9月浸水状況

銭函１号沢川（小樽市） 静内海岸駒場地区（新ひだか町） 石狩川水系オホーツナイ川（旭川市）

石狩川水系南利根別川（岩見沢市）石狩川水系ペーパン川（旭川市）

＜これまでの整備効果＞

＜３か年緊急対策の取り組み＞

１時間雨量の比較
（東川雨量観測所）
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S63.8 H30.7
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施設数が多く老朽化対策コストが膨大

予防保全型に移行できなければ、
トータルコスト増大や通行止めの危機
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○20年後、多くの施設で建設後50年経過する割合が50％超
○点検の結果、補修が必要な橋梁は2,000橋超 ※予防保全含む

○北海道では、積雪寒冷地特有の凍結融解による劣化が顕著
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●橋梁の１巡目点検結果と北海道内の健全性Ⅲ・Ⅳの措置状況

状態

Ⅰ 健全
構造物の機能に支障が生じてい
ない状態

Ⅱ
予防保全
段階

構造物の機能に支障が生じてい
ないが、予防保全の観点から措
置を講ずることが望ましい状態

Ⅲ
早期措置
段階

構造物の機能に支障が生じる可
能性があり、早期に措置を講ず
べき状態

Ⅳ
緊急措置
段階

構造物の機能に支障が生じてい
る、又は生じる可能性が著しく高
く、緊急に措置を講ずべき状態

判定区分

※グラフは地方公共団体を対象

●都道府県別の道路実延長ベスト５

トンネル 河川管理施設 砂防えん堤 護岸（建設海岸） 下水管渠 住宅道路橋

5,698橋 120箇所 5,312基 1,188基 377km 361km 193万m2

注1）管理施設数はR2.3末時点 注2）河川管理施設は、堰、樋門樋管、水門、排水機場を示す

■2019年(R元) ■2039年(R21)

20年後には多くの施設で50%を超える
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●建設後50年を経過する施設の割合

●都道府県別の河川管理延長ベスト５
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ナ ン ス

●予防保全と事後保全の対策費用差額

※北海道インフラ長寿命化計画（行動計画）（H31.3改定）より

▼道路照明
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更新費 7.5 兆円

予防保全型

更新・改修費 3.7兆円

維持・修繕費 0.4兆円 維持・修繕費 0.4兆円

3.8兆円
コストダウン

更新・改修費 2.2兆
円

維持・修繕費 0.4兆
円

4
.1
兆
円

7
.9
兆
円

事後保全型

※道が管理する施設の維持管理・更新等に係る経費の見込み額（今後40年間の推計）

年間不足額

1.5兆円/40年=約400億円/年
（※単純平均）

R1予算ベース40年間累計

コストダウンしても
1.5兆円不足

▼河川管理施設（樋門） ▼砂防えん堤

▼防雪柵

▼観測施設（河川情報）

右：無線施設
下：危機管理型

水位計

▼ポンプ施設（下水道） ▼公営住宅

■老朽化対策予算を確実に確保
■老朽化対策に係る財政支援の拡充
■維持管理に活用可能な交付金制度創設

＜要 望＞

＜管理施設の現状＞

＜期待される効果＞

左：定期点検
（土中部の確認）
下：腐食による穴

▼海岸施設

※橋梁の老朽化
橋脚・床版の剥落と
路面段差

▼道路（橋梁）



デジタル化の推進・建設産業の担い手確保
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■デジタル化の推進
・積雪寒冷地における維持管理技術のDXの推進
・建設現場の効率化・省力化に向けたi-Constructionの推進

■建設産業の担い手確保・育成への支援
・技術・技能の継承のための国による関係支援事業の継続及び予算の確保
・地域が主体となって行う担い手確保・育成の取組を支援する制度の創設

＜要 望＞

【機械操作の自動化】

プラットフォームi-Snow 資料より

準天頂衛星「みちびき」
と「高精度３Dマップデ
ータ」による自動制御

◯除雪現場の省力化による生産性・安全性の向上 i-Snowの推進

生映像 処理後

プラットフォームi-Snow第７回資料より

【吹雪時の視認性確保】

画像処理装置による吹雪映像の鮮明化

【安全性の向上】

３DカメラとAI物体
認証機能を有した
接触防止システム

■右投雪■左投雪

◯i-Constructionの推進

プラットフォームi-Snow第７回資料より

◯建設産業の担い手確保・育成への支援
施工プロセスの全ての段階においてICT施工技術
の全面的な活用

【地域の取組事例】

高校生を対象とした
現場見学会

若手建設産業就業者と
高校生の意見交換会






